






















































50 課)では、第 4 課でネが、第 5 課でヨが、以下の例文で導入されている(以下、引
用部分の発話末詞をカタカナで表記する)。 
 
・毎日 10 時まで勉強します。……大変ですネ。 
・山田さんの電話番号は 871 の 6813 ですネ。……871 の 6813 ですネ。 





        (『みんなの日本語初級 I［第 2 版］翻訳・文法解説英語版』 p. 39) 
 
また欧米諸国で広く使用されている『初級日本語げんき』(全 2 巻、全 23 課)で


























入らないでくださいネ。」(『みんなの日本語初級 I［第 2 版］本冊』 p. 145)、「東
京へ行っても、大阪のことを忘れないでくださいネ。」(同 p. 213)の 2 例、『初級日
本語げんき』(全 2 巻)では、「教科書を持ってきてくださいネ。」(『初級日本語げ































































 2014 年夏から 2016 年秋にかけて、談話完成テスト(2)(3)を、日本語母語話者(NS)、
日本語学習者(NNS)を対象に実施し、分析対象データを NS、NNS それぞれ 50 人分
集めた。テスト協力者の詳細は以下の通りである。 
 
表 1 テスト協力者 
NS 50 人(女 43 人/男 7 人)で、全て筆者所属機関の学部生。近畿地方出身が全体の70.0％ (35/50 人)。 
NNS 
50 人(女 37 人/男 13 人)で、その内訳は留学生別科に在籍する短期交換留学生
39 人、学部留学生 4 人(全て韓国語母語話者)、大学院留学生 7 人(全て中国語
母語話者)。短期交換留学生の日本語レベルは、中級前 22 人、中級後 8 人、上
















 指示発話(＝ネ、ヨ、ヨネが付加されている発話)の後に 4 行分の自由記入スペー
スを設けた。以下の図 1 は指示発話にヨが付加されたものである。 
 
 





























表 2 は、ネ、ヨ、ヨネの別に上述の後続発話タイプの割合をまとめたものである。 
 































来てネ 38 26 2 14 10 2 4 0 0 0 4 100 
来てヨ 4 36 0 2 14 34 0 0 0 2 8 100 






















【「来てネ」⇒承諾タイプ(聞き手)の 2/19 例（＝全 19 例の内の 2 例という意味）】 
例 1.「行くよ。今から楽しみでしかたない。」(NS40 和歌山 20F) 
例 2.「おっけー．行く行く！どこでやるの？」(NS30 山梨 18F) 
 
【「来てヨ」⇒承諾タイプ(聞き手)の 2/2 例】 
例 3.「もちろん！」(NS3 大阪 20F) 












つかない承諾、の 3 つに分類してみたところ、①が 68.4％ (13 例)、②が 5.3％ (1



































はその 17 倍の 34％であった。 
 
【「来てネ」⇒質問タイプ(聞き手)の 1/1 例】 
例 5.「えっ何で？」(NS4 京都 19F) 
 
【「来てヨ」⇒質問タイプ(聞き手)の 2/17 例】 
例 6.「え、来週？？誰くるんー？」(NS1 大阪 19F) 









然な流れだからである。例 6 と例 7 はまさに飲み会の詳細を聞いている質問である。 
反対に、すでに飲み会への参加を決めている場合、飲み会の詳細について質問を
することは比較的少ないと思われる。そのため、質問タイプは「来てネ」との相性






はその 7 分の 1 の 2％であった。 
 
【「来てネ」⇒初耳タイプ(聞き手)の 2/7 例】 
例 8.「え？来週、飲み会なん？」(NS20 奈良 20F) 
例 9.「えっ、私誘われてないよ。」(NS26 京都 21M) 
 
【「来てヨ」⇒初耳タイプ(聞き手)の 1/1 例】 

















「来てネ」の後に現れる連続タイプが 4％であったが、「来てヨ」はその 2 倍の 8％
であった。  
 
【「来てネ」⇒連続タイプ(話し手)の 2/2 例】 
例 11.「あの○○先輩も呼んだからさ！」(NS23 大阪 22F) 
例 12.「ほんまに。ゆかがおらんとおもんないやん。」(NS33 兵庫 21F) 
 
【「来てヨ」⇒連続タイプ(話し手)の 4/4 例】 
例 13.「ゆかが気になってる留学生のマイクも来るってさ。」(NS25 兵庫 19M) 
例 14.「いい感じの居酒屋らしいよ」(NS33 兵庫 21F) 
例 15.「あんまり人数集まってないねん．」(NS24 大阪 20F) 

















【「来てネ」⇒思い出しタイプ(聞き手)の 2/2 例】 
例 17.「あー、前言ってたやつか。」(NS50 香川 19M) 

























【再掲：「来てネ」⇒承諾タイプ(聞き手)の 2/19 例】 
例 1.「行くよ。今から楽しみでしかたない。」(NS40 和歌山 20F) 
例 2.「おっけー．行く行く！どこでやるの？」(NS30 山梨 18F) 
 
【「来てヨネ」⇒承諾タイプ(聞き手)の 2/21 例】 
例 19.「うん．行く行く．めっちゃ楽しみ．」(NS12 兵庫 21F) 













【「来てネ」⇒断りタイプ(聞き手)の 2/13 例】 
例 21.「あ、ごめん、その日彼氏とデートやわ。」(NS29 兵庫 19F) 
例 22.「あ、それが、用ができちゃって...」(NS7 新潟 20F) 
 
【「来てヨネ」⇒断りタイプ(聞き手)の 2/5 例】 
例 23.「あ、ごめん その日は大事な用事が．．．」(NS44 大阪 20M) 










5.3.2 仮説 B 





















【再掲：「来てネ」⇒質問タイプ(聞き手)の 1/1 例】 
例 5.「えっ何で？」(NS4 京都 19F) 
 
【「来てヨネ」⇒質問タイプ(聞き手)の 4/4 例】 
例 25.「それって、行かなきゃだめなの？」(NS39 兵庫 19F) 
例 26.「来週の飲み会の場所どこやっけ？」(NS2 奈良 20F) 
例 27.「だれが来るの？」(NS17 滋賀 20F) 
例 28．「男、来るん？」(NS29 兵庫 19F) 
 



























【「来てヨネ」⇒コメントタイプ(話し手)の 2/2 例】 
 例 29.「えー、だってそれ○○も来るんでしょー。」(NS4 京都 19F) 
 例 30.「分かってるよ」(NS50 香川 19M) 
 















連続タイプは「来てネ」の直後が 4％で、「来てヨネ」の直後が 8％であった。 
 
【再掲：「来てネ」⇒連続タイプ(話し手)の 2/2 例】 
 例 11.「あの○○先輩も呼んだからさ！」(NS23 大阪 22F) 




【「来てヨネ」⇒連続タイプ(話し手)の 2/4 例】 
 例 31.「ゆかが好きな先輩たちも来るらしいよ。」(NS26 京都 21M) 
 例 32.「この前ラインしたやつ」(NS33 兵庫 21F) 
 












 初耳タイプは「来てネ」の直後が 14％で、「来てヨネ」の直後が 8％であった。 
 
【再掲：「来てネ」⇒初耳タイプ(聞き手)の 2/7 例】 
例 8.「え？来週、飲み会なん？」(NS20 奈良 20F) 
例 9.「えっ、私誘われてないよ。」(NS26 京都 21M) 
 
【「来てヨネ」⇒初耳タイプ(聞き手)の 2/4 例】 
例 33.「え、来週飲み会あるの？」(NS51 石川 19F) 














 第 4 章で述べたように、テスト内の指示発話の右横に{↓/→ or ↑}を設け、ネ、
ヨ、ヨネをどのような音調で考えたのか当てはまるほうをテスト協力者に丸で囲ん
でもらった(図 1 参照)。 
 
 




平調も含め↓)と考えたテスト協力者が 10 人、上昇調(以下、↑)と考えた人が 9 人
いたことを示している。 
 
表 3 ネ/ヨ/ヨネ×後続発話タイプ×音調 
 来てネ 来てヨ 来てヨネ 
後続発話タイプ →↓ ↑ →↓ ↑ →↓ ↑ 
承諾 10 9 2 0 11 10 
断り 4 9 5 12 3 2 
初耳 3 4 0 1 1 3 
保留 2 3 4 3 4 2 
連続 0 2 1 3 3 1 
質問 0 1 9 8 3 1 
思い出し 2 0 0 0 0 3 
すでに断り 1 0 0 0 0 0 
無関係 0 0 1 0 0 0 
コメント 0 0 0 0 2 0 
謝罪 0 0 0 0 1 0 
［記入なし］ 0 0 1 0 0 0 
小計 22 28 23 27 28 22 































































は 50 例中 11 例であった。そのうち、↑を選んだテスト協力者が 6 人、↓を選んだ人が
5 名いた。次に明らかに飲み会のことを知らないと判断できたのは 10 例であった。その
うち、↑を選んだ人、↓を選んだ人がともに 5 人であった。「来てネ」の作例会話から
明らかに聞き手が飲み会のことを知っていると判断できたのは 50 例中 23 例であった。
そのうち、↑を選んだ人が 11 人、↓を選んだ人が 12 名いた。次に明らかに飲み会のこ
とを知らないと判断できたのは 15 例であった。そのうち、↑を選んだ人が 10 人、↓を
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